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１．弊社研修サービス（EL含む）をご採用いただく理由

弊社研修サービスの採用の理由は下記のとおりで、ＩＴ企業はお客様（製造業）の業務プロセスを理解し全体
像をイメージできる人材を育てることを目的に、製造企業は自社業務課題の解決に役立てるためにご採用い
ただいています。

製造企業・製造企業のＩＴ子会社の採用動機：

ＩＴ企業・コンサル企業の採用動機：

SE

営業

コンサルタント

お客様業務

を知る

ユーザー部門

IT部門

業務基礎や業務課題の解
決方法を身に着ける。

ユーザー部門の業務を知る。

自社業務課題の解決に役立てる 及び
良いシステム業務要件を纏める

良いシステム企画・設計を行い、システム構築を期
間内に効率的に構築する

（顧客例： 川崎重工、コマツ（関連会社含む）、三菱電機、矢崎総業、フォスター電気、クボタシステムズ、ダイキン情報システム、
新日鉄住金ソリューションズ、ベニック（川崎重工ＩＴ子会社、三菱ケミカルシステム）

（顧客例： ＩＢＭ、 ＡＪＳ、 ＳＣＳＫ、ＮＴＴコミュニケーションズ、オラクル、クオリカ、ＴＩＳ、野村総研、等）

良いシステム設計やシステムを期間内に効率的に
構築する

お客様の用語を理解し、課題を理解する。⇒ 
良い提案ができるようになる＝営業力の向上

お客様の用語を理解し、課題を理解する ⇒
業務改革力のベースとなる業務知識を身に付ける

日本の大手研修企業の富士通ラーニングメディア、日立アカデミー、アイ・ラーニング （旧IBM研修子
会社）が弊社 eラーニング（製造業業務研修シリーズ）の 研修代理店になって頂いております。
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２．製造業業務研修シリーズの特徴と受講対象者

■製造業業務研修シリーズの特徴

製造業における業務改革や情報システム構築の推進や成功に導くための業務の基礎知識を習得いたします。

（全１４コース）製造業のＱ（品質管理）、Ｃ（原価管理）、Ｄ（生産管理、工程管理をベースとした納期管理）
全業務をカバーしており、サプライチェーンやエンジニアリングチェーンを体系的に理解できます。業務に加え
てＩＴ化、ＩｏＴに対応した製造業の情報システムもカバーしています。

■対象受講者：２０代の若手社員、３０代の中堅社員

【製造業のお客様】
・若手社員
・情報システム部門でこれから製造部門の業務改革や情報システム構築に携わるPM及びメンバー
・中堅社員（製造業の知識の整理を行い総合力を強化することを目的としています）

【 IT企業・コンサルティング企業のお客様】
製造業を顧客とする経営コンサルティング会社、情報システム関連会社（コンピューターメーカー、システムイン
テグレーター、ＥＲＰ／ＳＣＰ／ＣＲＭソフトベンダー等）の若手・中堅のソリューション営業・ＳＥ・コンサルタント
当該業種の経験が多少ある方（実務経験 ２年以上）視野を拡げて視点を高め、案件対応力の拡充を図る
ことを目的としています。

製造業における業務プロセスの全体像をイメージできる人材を育てることをとを目的としています。
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３．製造業業務研修シリーズの対象範囲

当ｅラーニングコースは製造業のモノづくりの基幹業務全体を対象にしています
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※全体像とコースのマッピング

全体図
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E01 製造業業務概要コース 個々のプロセスより一段上のレベルから製造業全体を俯瞰している

E02 開発・設計コース（注１） ●

E03 基準情報管理コース ●

E04 生販在計画コース ● ● ● ● ● ● ●

E05 ＭＲＰと製番管理コース ●

E06 購買管理コース ●

E07 工程管理コース ● ● ● ●

E08 品質管理コース ●

E09 物流管理コース ● ● ●

E10 在庫管理コース ● ● ● ● ●

E11 原価管理コース ●

E12 情報システムコース 製造業情報システム全体の「進化と歴史」「今後の方向性」について述べている

（注１）：基準情報管理のボックスは、上流工程の開発設計プロセスも含まれていると考えて下さい
（注２）（注３）：この２つのプロセスは販売管理の業務プロセスであるが、製造業務プロセスと強い関係があるので表記している
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４．製造業業務研修シリーズの全体構成

当シリーズは製造業務を基幹業務単位に分割して14コース（英語版はコース１～12）の構成にしています。

サプライチェーン（計画・調達・生産・販売物流）とエンジアリングチェーン（開発設計業務）およびその接点である
基準情報管理（品目マスター、ＢＯＭ・配合表）、ＱＣＤ（品質・コスト・納期）管理の全業務プロセスをカバーしています。
※各コースの最後には実力テストを用意しており８０点を合格の目安としています。また、購入特典としてテキストダウンロードが可能です。

日本語版各コースは多国語に対応 英語版

■ 製造業業務概要コース E01

１．いろいろな製造業

２．製造業の基本課題

３．いろいろな生産形態

４．製造業の基幹業務

■ 開発・設計コース E02

１．開発・設計の位置付け

２．開発・設計業務

３．開発・設計の上流工程

４．開発・設計の目標と対応策

５．対応策の内容と要件

■ 基準情報管理コース E03

１．基準情報とは

２．部品表 （BOM)

３．品目マスター

４．製造工程表と設備台帳

５．その他の基準情報

■ 生販在計画コース E04

１．生販在計画の位置付け

２．需要予測

３．販売計画

４．生販在計画 （PSI 計画）

５．生産計画と基準生産計画

６．生販在計画の機能

■ MRPと製番管理コース E05

１．MRPの位置付け

２．MRPとは

３．MRP利用の業務領域

４．MRPの主要項目

５．MRPの計算手順
６．MRPと製番管理

■ 購買管理コース E06

１．購買管理の位置付け

２．購買管理の役割

３．購買活動
４．購買活動を支える仕組み
５．購買関連の課題

６．購買管理の機能

■ 工程管理コース E07

１．工程管理の概要

２．製造指示と進捗管理

３．かんばん方式
４．工程管理の機能

■ 品質管理コース E08

１．品質管理の位置付け

２．品質管理の基本

３．品質保証

４．品質改善活動

５．国際標準化機構

■ 物流管理コース E09

１．製造業における物流について

２．物流企画・物流設計

３．物流実務

４．物流技術・包装設計業務

５．物流システム開発

■ 在庫管理コース E10
１．在庫管理の位置付け

２．在庫管理とは

３．在庫精度向上活動

    ４．在庫目標の設定と削減活動

５．在庫管理の機能

■ 原価管理コース E11

１．原価管理の位置付け

２．製造原価の基本

３．原価管理

４．原価計算

５．原価計算の種類

６．原価差異分析

７．原価低減活動

８．製造原価の応用例

９．原価管理の機能

■ 製造業の情報システムコース E12

１．製造業の情報システム

２．発展の歴史

３．製造業の固有システム

４．製造業のIoTの動向と今後の方向

■ プロセス型製造業の特徴

コース E13

１．プロセス型製造業の概要
２．プロセス型生産の特徴

３．設備保全と情報システム

※日本語版のみ対応

■ 保守サービスと保守部品管理

コース E14

１．保守サービスとは？
２．保守部品管理の仕組み

３．保守部品管理の課題と改善策

４．保守サービスのあり方と改善策

※日本語版のみ対応
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５．各コースの概要 （１）

コース名
学習期
間（週間）

標準学
習時間
（時間）

合格点
（実力テス
ト採点）

合格条件 概要 到達目標１ 到達目標２ 対象

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０１
製造業業務概要コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率
100%であること

製造業は日本経済を支える基幹産業と言われています。当コースでは、日
本の製造業を、「国内産業での位置付け」、「置かれている環境や課題」、「い
ろいろな生産の形態とその特徴」、「基幹業務の流れと機能体系」など様々な
視点から考察しつつ製造業の現状を理解し、以降の基幹業務別コースの知
識基盤とすべく学習します。

お客様あるいは
社内での業界用
語を交えた円滑
なコミュニケーショ
ンがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社
内の課題やニー
ズを的確に把握で
きるようになる

SI会社やコンサルティング会社の新
入社員及び製造業のお客様を担当
する実務経験2年から５年の営業、
S/E、コンサルタント及び製造業社
員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０２
開発・設計コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率
100%であること

研究・開発なしでは企業は存続できない とよく言われます。当コースでは、
製品が世に出るまでの様々なプロセスの中から、開発・設計プロセスに焦点
を当て、それらを遂行する上での課題や解決策を理解し経営、販売、保守と
のつながりや生産活動との関連などについても学習します。

お客様あるいは
社内での業界用
語を交えた円滑
なコミュニケーショ
ンがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社
内の課題やニー
ズを的確に把握で
きるようになる

SI会社やコンサルティング会社で製
造業のお客様を担当する実務経験2
年から５年の営業、S/E、コンサルタ
ント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０３
基準情報管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率
100%であること

製造業の基準情報をご存知でしょうか？ 製造業固有の基準情報には部品
表（ＢＯＭ）や品目マスター、製造工程表などがあります。当コースでは、部
品表を中心に演習を交えながら製造業の基準情報の基礎を学習します。

お客様あるいは
社内での業界用
語を交えた円滑
なコミュニケーショ
ンがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社
内の課題やニー
ズを的確に把握で
きるようになる

SI会社やコンサルティング会社で製
造業のお客様を担当する実務経験2
年から５年の営業、S/E、コンサルタ
ント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０４
生販在計画コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率
100%であること

生販在計画で重視すべきは、｢売れる数量｣｢作れる数量」に基づく計画を作
ることです。当コースでは、製造業の主要計画である販売計画、在庫計画、
生産計画、基準生産計画の４つの計画の関係とその役割について学習しま
す。

お客様あるいは
社内での業界用
語を交えた円滑
なコミュニケーショ
ンがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社
内の課題やニー
ズを的確に把握で
きるようになる

SI会社やコンサルティング会社で製
造業のお客様を担当する実務経験2
年から５年の営業、S/E、コンサルタ
ント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０５
ＭＲＰと製番管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率
100%であること

MRPは生産管理の要です。MRPを理解すると生産管理全体がよく判るように
なります。当コースでは、基準生産計画に合わせて必要な部品や材料を必
要な時に必要なだけ確保するための仕組みについて学習します。

お客様あるいは
社内での業界用
語を交えた円滑
なコミュニケーショ
ンがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社
内の課題やニー
ズを的確に把握で
きるようになる

SI会社やコンサルティング会社で製
造業のお客様を担当する実務経験2
年から５年の営業、S/E、コンサルタ
ント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０６
購買管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率
100%であること

購買管理は会社の利益に直結する重要な業務です。当コースでは、部品や
材料、サービスなどの調達業務の基本的な仕組みや、さらに競争力向上に
向けて果たすべき役割や活動などについて学習します。

お客様あるいは
社内での業界用
語を交えた円滑
なコミュニケーショ
ンがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社
内の課題やニー
ズを的確に把握で
きるようになる

SI会社やコンサルティング会社で製
造業のお客様を担当する実務経験2
年から５年の営業、S/E、コンサルタ
ント及び製造業社員

各コースの章の最後の理解度テストとコースの最後に実力テストがあり、ご自身で当コースの理解度が確認できます。尚、誤解答の設問につ
いては納得行くまで何回でもさかのぼって受講することが可能です。
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５．各コースの概要 （２）

コース名
学習期
間（週間）

標準学
習時間
（時間）

合格点
（実力テスト
採点）

合格条件 概要 到達目標１ 到達目標２ 対象

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０７
工程管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率100%
であること

日本のものづくりのキーワードである「トヨタかんばん方式」や「セ
ル生産方式」という言葉を耳にしたことがありますか？ 当コース
では、部品や製品などの製造の仕組みやその要点、代表的な生
産方式である「Push型生産方式」と「Pull型生産方式」の違いを演
習を交えながら学習します。

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるように
なる

SI会社やコンサルティング会社で
製造業のお客様を担当する実務
経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０８
品質管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率100%
であること

Made in Japan という言葉が一時期世界を席巻しました。日本が
世界に誇る品質はどのように生み出されるのでしょうか？ 当コー
スでは、「日本の品質管理の変遷」、「品質管理の基本的な考え方
や手法」、「品質保証体制」、「品質改善活動」など、品質管理を
様々な角度から幅広く学習します。

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるように
なる

SI会社やコンサルティング会社で
製造業のお客様を担当する実務
経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：０９
物流管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率100%
であること

物流無しでは経済活動は成り立ちません。「物流を制するものが
SCMを制する」といっても過言ではありません。当コースでは、「物
流全般」と物流をより深く知る為に物流業務を「物流企画・物流設
計」、「物流技術・包装設計」、「物流実務」、「物流システム」の４つ
に分けて考察し物流の基本を学習します。

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるように
なる

SI会社やコンサルティング会社で
製造業のお客様を担当する実務
経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：１０
在庫管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率100%
であること

在庫無しではものづくりは出来ません。しかし、在庫の持ち過ぎは
経営を圧迫し、不良在庫で経営が傾くこともあります。当コースで
は、「在庫とは？」、「在庫の功罪」、「在庫の適正化」などの視点で
在庫を考察し在庫の本質と在庫管理の重要性を学習します。

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるように
なる

SI会社やコンサルティング会社で
製造業のお客様を担当する実務
経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：１１
原価管理コース

8 2 目安は８０点
学習進捗率100%
であること

製造業にとって原価管理は大変重要な業務の一つです。原価計
算はもちろん、原価の要素を知ることで様々な経営判断が効率よ
く行えるようになります。当コースでは、「製造原価」、「原価計算」、
「原価の種類」、「原価分析」、「原価低減活動」などの視点で原価
をとらえ原価管理の基本を学習します。

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるように
なる

SI会社やコンサルティング会社で
製造業のお客様を担当する実務
経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：１２
製造業の情報システムコー
ス

8 2 目安は８０点
学習進捗率100%
であること

情報システムは通信技術と相まって「ICT」と呼ばれており、製造
業においても重要な役割を担っています。さらに近年「IoT」が大き
な話題となってきました。当コースでは、製造業での情報システム
の利用分野や、その分野での利用方法、投資効果などを考察し、
製造業における情報システムの活用法や近年大きな話題となって
いるＩｏＴについても学習します

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるように
なる

SI会社やコンサルティング会社で
製造業のお客様を担当する実務
経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

各コースの章の最後の理解度テストとコースの最後に実力テストがあり、ご自身で当コースの理解度が確認できます。尚、誤解答の設問につ
いては納得行くまで何回でもさかのぼって受講することが可能です。
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５．各コースの概要 （３）

コース名
学習期
間（週間）

標準学
習時間
（時間）

合格点
（実力テスト
採点）

合格条件 概要 到達目標１ 到達目標２ 対象

製造業業務研修シリーズ
コースコード：１３
プロセス型製造業の特徴
コース

8 2目安は８０点
学習進捗率100%
であること

当製造業業務研修シリーズは組立型製造業の仕組みを中心に話
を進めています。プロセス型製造業も基本は組立型製造業と同じ
ですが一方でプロセス型製造業にしか見られない仕組みも数多く
存在します。当コースでは、「プロセス型製造業の概要」、「プロセ
ス型製造業独自の仕組み」、「設備保全」、「プロセス型製造業の
情報システム」などを組立型製造業と比較しながらプロセス型製
造業の特徴を学習します。

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるよう
になる

SI会社やコンサルティング会社
で製造業のお客様を担当する実
務経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

製造業業務研修シリーズ
コースコード：１４
保守サービスと保守部品管
理コース

8 2目安は８０点
学習進捗率100%
であること

どんなに高品質の製品でも故障やトラブルは生じます。これに適
宜適切に、そしてスピーディーに対応しないとお客さまの信頼を無
くします。保守サービスで大切なことはお客様第一を実現する仕
組みと心構えです。当コースでは、保守サービスと保守部品管理
の基本に加え、大満足の顧客サービスを実現する仕組みと心構
えについても学習します。

お客様あるいは社内
での業界用語を交え
た円滑なコミュニケー
ションがはかれるよう
になる。

お客様あるいは社内
の課題やニーズを的
確に把握できるよう
になる

SI会社やコンサルティング会社
で製造業のお客様を担当する実
務経験2年から５年の営業、S/E、
コンサルタント及び製造業社員

各コースの章の最後の理解度テストとコースの最後に実力テストがあり、ご自身で当コースの理解度が確認できます。尚、誤解答の設問につ
いては納得行くまで何回でもさかのぼって受講することが可能です。
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６．コース受講例 受講順番 （１）

製品開発系業務従事者

受講順 コース名

１ 製造業業務概要コース E01

２ 開発・設計コース E02

３ 基準情報管理コース E03

４ ＭＲＰと製番管理コース E05

５ 工程管理コース E07

６ 品質管理コース E08

７ 原価管理コース E11

８
保守サービスと保守部品管理
コース Ｅ14

９ 情報システムコース E12

１０ 生販在計画コース E04

１１ 購買管理コース E06

１２ 在庫管理コース E10

１３ 物流管理コース E09

計画系業務従事者

受講順 コース名

１ 製造業業務概要コース E01

２ 基準情報管理コース E03

３ 生販在計画コース E04

４ ＭＲＰと製番管理コース E05

５ 購買管理コース E06

６ 在庫管理コース E10

７ 物流管理コース E09

８ 情報システムコース E12

９ 工程管理コース E07

１０ 品質管理コース E08

１１ 原価管理コース E11

１２ 開発・設計コース E02

実行系業務従事者

受講順 コース名

１ 製造業業務概要コース E01

２ 基準情報管理コース E03

３ ＭＲＰと製番管理コース E05

４ 購買管理コース E06

５ 在庫管理コース E10

６ 工程管理コース E07

７ 品質管理コース E08

８ 物流管理コース E09

９ 原価管理コース E11

１０ 情報システムコース E12

１１ 生販在計画コース E04

１２ 開発・設計コース E02

担当業務との関連性を考慮したコース受講の順番の一例
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ＩＴインフラ系業務従事者

受講順 コース名

製造業業務概要コース E01

２ 開発・設計コース E02

３ 基準情報管理コース E03

４ 生販在計画コース E04

５ ＭＲＰと製番管理コース E05

６ 購買管理コース E06

７ 在庫管理コース E10

８ 工程管理コース E07

９ 品質管理コース E08

１０ 物流管理コース E09

１１ 原価管理コース E11

１２ 情報システムコース E12

新入社員/製造業未経験者

受講順 コース名

１ 製造業業務概要コース E01

２ 開発・設計コース E02

３ 基準情報管理コース E03

４ 生販在計画コース E04

５ ＭＲＰと製番管理コース E05

６ 購買管理コース E06

７ 在庫管理コース E10

８ 工程管理コース E07

９ 品質管理コース E08

１０ 物流管理コース E09

１１ 原価管理コース E11

１２ 情報システムコース E12

担当業務との関連性を考慮したコース受講の順番の一例

６．コース受講例 受講順番 （２）

Ｅ１３プロセス型製造業の特徴

コースは受講者の業務の必要に

応じて、選択してください。
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ご参考
各コース目次
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■ コース１ 製造業業務概要コース 章目次

コースの内容：
製造業は日本経済を支える基幹産業と言われています。当コースでは、日本の製造業を、様々な視点から考察しつつ製造業の現状を理解し、
以降の基幹業務別コースの知識基盤とすべく学習します。

第３章 いろいろな生産形態

3-1 生産形態の特徴による分類

3-2 プロセス生産とアセンブリ生産

3-3 フロータイプとバッチタイプ

3-4 ライン生産とセル生鮮

3-5 フローショップとジョブショップ

3-6 プッシュ方式とプル方式

3-7 連続生産とロット生産

3-8 見込生産と受注生産

3-9 少品種多量生産と多品種少量生産

第４章 製造業の基幹業務

4-1 製造業務の全体構成

4-2 製造業務の基本機能

4-3 製造業務の個別機能

4-4 製造業務のまとめ

当コースのまとめ

第１章 いろいろな製造業
1-1 日本における製造業の位置付け

1-2 日本の製造業の種類

1-3 日本を支える製造業

1-4 業種別に見た製造業

1-5 製造段階別に見た製造業

1-6 規模別に見た製造業

1-7 製造業で成功する条件

1-8 製造業の付加価値

1-9 製造業のビジネスモデル

1-10 サプライチェーンとエンジニアリングチェーン

第２章 製造業の基本問題
2-1 生産に要する時間と顧客の待てる時間

2-2 在庫ポイント

2-3 持つべき在庫量をどうやって決めるか

2-4 製造業のサプライチェーン

2-5 組立加工業の生産手順

2-6 プロセス製造業の生産手順

2-7 製造業の組織と生産の部門間連携

2-8 生産管理の目的
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第１章 開発・設計の位置付け

1-1 基幹業務の中での位置付け

1-2 経営における位置付け

1-3 「研究」と「開発・設計」の役割の違い

1-4 新製品開発のパターン

第２章 開発・設計業務

2-1 開発・設計業務プロセス概要

2-2 開発・設計業務の基本機能

2-3 開発・設計業務の機能関連図

2-4 開発・設計業務の機能体系

2-5 開発・設計業務の機能と担当部門

第３章 開発・設計の上流工程

3-1 製品企画の切り口

3-2 製品ライフサイクル管理（ＰＬＭ）

3-3 PLMと各種部品表

第４章 開発・設計の目標と対応策

4-1 開発・設計部門の目標

4-2 目標達成の課題と対応策

第５章 対応策の内容と要件

5-1 フロント・ローディング

5-2 設計変更管理

5-3 設計支援ツールの活用

5-4 コンカレントエンジニアリング

5-5 垂直立ち上げの実現

5-6 製品のモジュール化

5-7 組込みソフトウェア開発

当コースのまとめ

■ コース２ 開発・設計コース 章目次

コースの内容：
研究・開発なしでは企業は存続できないとよく言われます。当コースでは、製品が世に出るまでの様々なプロセスの中から、開発・設計プロセス
に焦点を当て、それらを遂行する上での課題や解決策を理解し経営、販売、保守とのつながりや生産活動との関連などについても学習します。
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第１章 基準情報とは

1-1 生産管理の中の位置付け（その１）

1-2  生産管理の中の位置付け（その２）

1-3  基準情報の役割

1-4  主な基準情報

第２章 部品表（BOM)

2-1 部品表（ＢＯＭ）のイメージ

2-2 設計部品表と生産部品表

2-3  部品表演習

2-4 配合表（レシピ）

第３章 品目マスター

3-1  品目情報

3-2  品目番号

第４章 製造工程表と設備台帳

  4-1 製造工程表

4-2 設備台帳

第５章 その他の基準情報

当コースのまとめ

■ コース３ 基準情報管理コース 章目次

コースの内容：
製造業の基準情報をご存知でしょうか？ 製造業固有の基準情報には部品表（ＢＯＭ）や品目マスター、製造工程表などがあります。当コース
では、部品表を中心に演習を交えながら製造業の基準情報の基礎を学習します。
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第１章 生販在計画の位置付け
1-1 生産管理の中の位置付け（その１）

1-2 生産管理の中の位置付け（その２）

第２章 需要予測
2-1 需要予測とは

2-2 需要はどこから来るか

2-3 需要特性

2-4 予測手法

2-5 需要予測の原理

第３章 販売計画
3-1 販売計画の作成

3-2 販売計画の精度向上

3-3 販売計画の種類

3-4  各販売計画の役割

第４章 生販在計画 （PSI計画）
4-1 生販在計画とは

4-2 販売計画と生産計画の整合性をとる仕組み

4-3 生販在計画の目的

4-4 生販在計画の手順

4-5 資源計画（能力・負荷調整）

4-6 変化への対応

第５章 生産計画と基準生産計画
5-1 生産計画の種類

5-2 各生産計画の役割

5-3 基準生産計画の作成

5-4 予約可能数量（ATP: Available To Promise)

第６章 生販在計画の機能
6-1 生販在計画の機能概要

6-2 生販在計画の機能関連図

6-3 生販在計画の機能体系表

6-4 生販在計画の機能内容

当コースのまとめ

■ コース４ 生販在計画コース 章目次

コースの内容：
生販在計画で重視すべきは、｢売れる数量｣｢作れる数量」に基づく計画を作ることです。当コースでは、製造業の主要計画である販売計画、在
庫計画、生産計画、基準生産計画の４つの計画の関係とその役割について学習します。
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第１章 ＭＲＰの位置付け

1‐1 業務チェーンの中での位置付け

1‐2 サプライチェーンでの位置付け

1‐3 生産管理の中での位置付け

第２章 ＭＲＰとは

2‐1 ＭＲＰの概要

2‐2 ＭＲＰの全体像

第３章 ＭＲＰ利用の業務領域

3‐1 製品の部品構成と製造工程

3‐2 製造の手順と部材の購買手配

第４章 ＭＲＰの主要項目

4‐1 基準生産計画（ＭＰＳ）

4‐2 部品表（ＢＯＭ）

4‐3 リードタイム

4‐4 ロットまとめ

4‐5 ＭＲＰ演習 （１）

第５章 ＭＲＰの計算手順

5‐1 計算の基本ステップ

5‐2 ＭＲＰ演習 （２）

5‐3 ＭＲＰの計算サイクル

5‐4 ＭＲＰの計算事例

5-5 ＭＲＰのアウトプット

第６章 ＭＲＰと製番管理

6-1 製番管理とは

6-2 製番管理の基本概念

6-3 製番管理の生産計画事例

6-4 ＭＲＰと製番管理の比較

6-5 当コースのまとめ

当コースのまとめ

■ コース５ ＭＲＰと製番管理コース 章目次

コースの内容：
MRPは生産管理の要です。MRPを理解すると生産管理全体がよく判るようになります。当コースでは、基準生産計画に合わせて必要な部品や
材料を必要な時に必要なだけ確保するための仕組みについて学習します。
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第１章 購買管理の位置付け
1-1 生産管理の中の位置付け（その１）

1-2 生産管理の中の位置付け（その２）

1-3 生産管理の中の位置付け（その３）

第２章 購買管理の役割

2-1 購買管理の重要性

2-2 購買部の組織的位置付け

2-3 購買品の種類

2-4 購買管理の任務

2-5 購買管理の業務体系

第３章 購買活動
3-1 購買の基本プロセス

3-2 発注の種類

3-3 購買要求

3-4 見積もりと取引先選定

3-5 購買契約の内容

3-6 発注から検収までの取引先とのやり取り

3-7 受入・検収

3-8 内示確定発注方式・ＶＭＩ・かんばん

3-9 外注について

第４章 購買活動を支える仕組み
4-1 購買方針

4-2 購買計画

4-3 取引先管理

4-4 購買活動基盤の整備・改善

4-5 実績評価・監査

4-6 ＢＣＰ

第５章 購買関連の課題
5-1 外注利用の目的（内外製区分基準）

5-2 部品の標準化事例（リコーのケース）

5-3 部品の統合化による効果

5-4 共同購買・集中購買

5-5 購買環境の変化と購買部門の課題

第６章 購買管理の機能
6-1 購買管理の機能概要

6-2 購買管理の機能関連図

6-3 購買管理の機能体系表

6-4 購買管理の機能内容

当コースのまとめ

■ コース６ 購買管理コース 章目次

コースの内容：
購買管理は会社の利益に直結する重要な業務です。当コースでは、部品や材料、サービスなどの調達業務の基本的な仕組みや、さらに競争
力向上に向けて果たすべき役割や活動などについて学習します。
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第１章 工程管理の概要

1-1 生産管理の中の位置付け

1-2  工程管理の目的

1-3 工程管理の体系と改善の着眼点

第２章 製造指示と進捗管理

2-1 製造指示までの流れ

2-2 製造オーダーの発行

2-3 スケジューリング

2-4 山積み・山崩しによる負荷調整

2-5 進捗管理の情報

2-6 工程リードタイムの要素別内訳

2-7 工程管理に必要なデータと収集ポイント

2-8 工程管理におけるデータ収集上の考慮点

第３章 かんばん方式

  3-1  生産指示かんばんと引き取りかんばん

    3-2 定期引取りかんばんと定量引取りかんばん

    3-3 演習かんばん方式を知る

    3-4 プッシュ方式の演習

    3-5 プル方式（かんばん方式）の演習

3-6  演習のまとめ

第４章 工程管理の機能

4-1  工程管理の機能概要

4-2  工程管理の機能関連図

4-3  工程管理の機能体系表

 4-4  工程管理の機能内容

当コースのまとめ

■ コース７ 工程管理コース 章目次

コースの内容：
日本のものづくりのキーワードである「トヨタかんばん方式」や「セル生産方式」という言葉を耳にしたことがありますか？ 当コースでは、部品や
製品などの製造の仕組みやその要点、代表的な生産方式である「Push型生産方式」と「Pull型生産方式」の違いを演習を交えながら学習します。
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第１章 品質管理の位置付け

1-1 生産管理の中の位置付け（その１）

1-2 生産管理の中の位置付け（その２）

第２章 品質管理の基本

2-1 品質とは

2-2 管理とは

2-3 品質管理とは

2-4 バラツキ

第３章 品質保証

3-1 品質保証の概要

3-2 品質保証の領域

3-3 品質保証体制

3-4 工程品質管理

3-5 検査業務

第４章 品質改善活動

4-1 改善の進め方

4-2 品質改善の手法「ＱＣ７つ道具」

第５章 国際標準化機構

当コースのまとめ

■ コース８ 品質管理コース 章目次

コースの内容：
Made in Japan という言葉が一時期世界を席巻しました。日本が世界に誇る品質はどのように生み出されるのでしょうか？当コースでは、「日本
の品質管理の変遷」、「品質管理の基本的な考え方や手法」、「品質保証体制」、「品質改善活動」など、品質管理を様々な角度から幅広く学習
します。
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第１章 製造業における物流について

1-1  生産管理の中の位置付け

1-2  製造業の物流

1-3  物流費は売上の約５％を占めている

1-4  商流と物流

1-5  物流の目的

1-6  製造業の物流業務

第２章 物流企画・物流設計

2-1  物流企画・物流設計とは

2-2  ノードとモード

2-3  輸送手段

2-4  物流業務のアウトソーシングと３ＰＬ

2-5  物流コストの管理（ＡＢＣ）

第３章 物流実務

3-1  発送の手順

3-2  物流実務を構成する６つの機能

3-3  保管

3-4  荷役（にやく）

第３章 物流実務 （つづき）

3-5  流通加工

3-6  包装

3-7  物流情報管理

3-8  国際物流

第４章 物流技術・包装設計業務

4-1  物流技術

4-2  包装設計

第５章 物流システム開発

5-1  物流システム

5-2  バーコード

5-3  ＲＦＩＤ

5-4  ＧＰＳの利用

当コースのまとめ

■ コース９ 物流管理コース 章目次

コースの内容：
物流無しでは経済活動は成り立ちません。「物流を制するものがSCMを制する」といっても過言ではありません。当コースでは、「物流全般」と物
流をより深く知る為に物流業務を「物流企画・物流設計」、「物流技術・包装設計」、「物流実務」、「物流システム」の４つに分けて考察し物流の
基本を学習します。
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第１章 在庫管理の位置付け

1-1 生産管理の中の位置付け（その１）

1-2 生産管理の中の位置付け（その２）

1-3 生産管理の中の位置付け（その３）

1-4 在庫の種類（在庫はどこにあるのか）

第２章 在庫管理とは

2-1 在庫が必要とされる６つの理由

2-2  在庫が敵視される５つの理由

2-3  在庫管理の目的

2-4  在庫の持つ２つの側面

2-5 在庫管理の課題と改善テーマ

第３章 在庫精度向上活動

3-1  在庫精度向上のための問題点と対策

3-2  日々の入・出庫管理を確実に行う

3-3  現品と帳簿を一致させる

第４章 在庫目標の設定と削減活動

4-1  在庫分析の手法

4-2  在庫目標の設定

4-3  在庫の削減活動

4-4  在庫管理の着眼点

第５章 在庫管理の機能

5-1  在庫管理の機能概要

5-2 在庫管理の機能関連図

5-3 在庫管理の機能体系表

5-4 在庫管理の機能内容

当コースのまとめ

■ コース１0 在庫管理コース 章目次

コースの内容：
在庫無しではものづくりは出来ません。しかし、在庫の持ち過ぎは経営を圧迫し、不良在庫で経営が傾くこともあります。当コースでは、「在庫と
は？」、「在庫の功罪」、「在庫の適正化」などの視点で在庫を考察し在庫の本質と在庫管理の重要性を学習します。
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■ コース１１ 原価管理コース 章目次

コースの内容：
製造業にとって原価管理は大変重要な業務の一つです。原価計算はもちろん、原価の要素を知ることで様々な経営判断が効率よく行えるよう
になります。当コースでは、「製造原価」、「原価計算」、「原価の種類」、「原価分析」、「原価低減活動」などの視点で原価をとらえ原価管理の基
本を学習します。

第１章 原価管理の位置付け
1-1 生産管理の中の位置付け（その１）
1-2  生産管理の中の位置付け（その２）
1-3  全社会計における製造原価の位置付け
1-4  財務会計と管理会計の比較

第２章 製造原価の基本
2-1  製造原価を計算する目的
2-2  製造原価計算の基本的な考え方
2-3  製造原価と仕訳伝票
2-4  仕訳伝票の作り方

第３章 原価管理
3-1  原価管理の目的
3-2  原価管理業務の流れ

第４章 原価計算
4-1  原価企画（新製品の原価企画）
4-2  製造原価の構成要素
4-3  製品にのせるコストの範囲
4-4  原価の集計手順
4-5 直接費と間接費
4-6  間接費の配賦

第５章 原価計算の種類
5-1  総合原価計算と個別原価計算
5-2  原価計算の種類と特性
5-3  各種原価計算の計算イメージ
5-4  各社が用いている原価計算の方法

第６章 原価差異分析
6-1  原価の種類
6-2  標準原価
6-3  原価差額の解析フロー

第７章 原価低減活動
7-1  費目別原価低減活動
7-2  原価低減活動のステップ

第８章 製造原価の応用例
8-1  固定費と変動費
8-2  損益分岐点
8-3  原価と意思決定への利用

第９章 原価管理の機能
9-1  原価管理の機能概要
9-2  原価管理の機能体系図
9-3  原価管理の機能体系表
9-4  原価管理の機能内容

当コースのまとめ
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第１章 製造業の情報システム

1-1 サプライチェーンとエンジニアリングチェーン
1-2 製造業のＩＣＴ利用分野

    1-3 ＩＣＴの効果
    1-4 投資効果の測定

1-5 ＩＴ投資に関与する部門と投資判断基準
    1-6 IT統制

第２章 発展の歴史
2-1 孤立システムから自動データ連携システムへ

2-2 バッチシステムからリアルタイムシステムへ

    2-3 部門システムから統合ＤＢシステムへ

    2-4 手作りシステムからパッケージソフトの活用へ

2-5 工場毎に固有なシステムから共通システムへ

    2-6 企業間連携の進歩

    2-7 グローバル・マネジメント・システムへ

 2-8 グローバルシステム化への課題

    2-9 システム構築のステージ

    2-10 製品開発分野でのＩＣＴの利用

    2-11 製造業の基幹システムの変遷

第３章 製造業の固有のシステム
    3-1 業務と関連情報システム

    3-2 製造管理、自動制御のＩＣＴアプリケーション

    3-3 生産管理のＩＣＴアプリケーション

    3-4 設計開発のＩＣＴアプリケーション

    3-5 経営管理・その他のＩＣＴアプリケーション

第４章 製造業のＩｏＴ動向と今後の方向
4-1 ＩｏＴの基本的な考え方

4-2 製造業においてＩｏＴにより成し得られること

4-3 大量生産時代からマスカスタマイゼーションへ

4-4 ＩｏＴの今後の方向

当コースのまとめ

■ コース１２ 製造業の情報システムコース 章目次

コースの内容：
情報システムは通信技術と相まって「ICT」と呼ばれており、製造業においても重要な役割を担っています。さらに近年「IoT」が大きな話題となっ
てきました。当コースでは、製造業での情報システムの利用分野や、その分野での利用方法、投資効果などを考察し、製造業における情報シ
ステムの活用法や近年大きな話題となっているＩｏＴについても学習します。
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第１章 プロセス型製造業の概要

1-1 プロセス型製造業とは

1-2 プロセス型生産と組立型生産

1-3 フロータイプとバッチタイプ

1-4 フロータイプの例

1-5 バッチタイプの例

1-6  プロセス型生産の生産パターン

第２章 プロセス型生産の特徴

2-1  原材料の特徴

2-2  生産プロセスの特徴

2-3  製品の特徴

2-4  計画・管理の特徴

2-5 製造管理システム（MES)と営業システムの連携

第３章 設備保全と情報システム

3-1 設備保全

3-2 プロセス型製造業の情報システム概要

当コースのまとめ

■ コース１３ プロセス型製造業の特徴コース 章目次

コースの内容：
当製造業業務研修シリーズは組立型製造業の仕組みを中心に話を進めています。プロセス型製造業も基本は組立型製造業と同じですが一方
でプロセス型製造業にしか見られない仕組みも数多く存在します。当コースでは、「プロセス型製造業の概要」、「プロセス型製造業独自の仕組
み」、「設備保全」、「プロセス型製造業の情報システム」などを組立型製造業と比較しながらプロセス型製造業の特徴を学習します。
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■ コース１４ 保守サービスと保守部品管理コース 章目次

第１章．保守サービスとは？ 

      1-1 製品ライフサイクルにおける保守サービスの位置づけ

1-2 保守サービスはいつ始まりいつ終了するか？

1-3 スマイルカーブと保守サービス

1-4 保守サービスと保守部品管理の特徴

第２章．保守部品管理の仕組み

      2-1 保守部品管理の業務体系

2-2 需要予測

2-3 保守部品表管理（R-BOM)

2-4 部品調達

      2-5 部品補給と在庫管理

第３章．保守部品管理の課題と改善策

3-1 保守部品管理の現状と問題点

3-2 保守部品管理の改善策サマリー

3-3 保守部品の品目数削減

3-4 在庫配置・在庫拠点の最適化

      3-5 補給・配送リードタイムの短縮

第４章．保守サービスのあり方と改善策

 4-1 保守サービスの業務体系

 4-2 大満足の評価が次のビジネスにつながる

 4-3 大満足の評価を得る保守サービスの三要素

 4-4 保守サービスの改善策

 4-5 引取り物流

当コースのまとめ

コースの内容：
どんなに高品質の製品でも故障やトラブルは生じます。これに適宜適切に、そしてスピーディーに対応しないとお客さまの信頼を無くします。
保守サービスで大切なことはお客様第一を実現する仕組みと心構えです。
当コースでは、保守サービスと保守部品管理の基本に加え、大満足の顧客サービスを実現する仕組みと心構えについても学習します。
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７．お申込みプロセスについて

お申込み

お問合せ

専用フォーム（受
講者・コース選択

リスト）

送信

専用フォーム
（受講者・コース

選択リスト）

返信

ID・パスワード

発行 通知

受講開始の

お知らせ
受講開始 ご請求 お支払い

お客様 WAKU WAKU WAKU WAKUお客様 お客様 お客様

残り1週間の
お知らせ

受講修了の
お知らせ月～水に正式お申込： 翌週 月曜日スタート

木・金に正式お申込： 翌々週 月曜日スタート

正式お申込み
（バスを発車させるイメージ

で纏めてお申込み）

※正式お申込みから上記以降の月曜日であれば
開始日は選択が可能です。

WAKU WAKU

受講開始の
お知らせ

請求書
発行

支払い
期限

Ｎ月 Ｎ＋１か月

受講開始の月末に
ご請求させていただきます。

受講開始の翌月末に
お振込みいただきます。
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eラーニング価格表（１） 単コース選択受講の場合

価格（税別）
お一人様1コース当たりの価格

リストプライス 15,000円
10人・コース～ 14,750円
20人・コース～ 14,500円
50人・コース～ 14,250円
100人・コース～ 13,500円

500人・コース～ 12,750円

各コースの金額には、テキスト、理解度テスト及び実力テスト（オプション）の提供が含まれます。
受講期間は８週間（約２か月間）です。

   ＶＯＬＵＭＥ ＤＩＳＣＯＵＮＴ；
    １０人・コース～１９人・コース ： －２％
    ２０人・コース～４９人・コース ： －３％

    ５０人・コース～９９人コース ： －５％
   １００人・コース～４９９人コース ：－１０％
   ５００人・コース～９９９人コース ：－１５％

製造業業務研修シリーズ ｅラーニングコース
全１４コース １コースあたり価格

価格は予告なく改定される場合がありますので、
最新の金額をご確認ください。

例）
①5名が5コースを、3名が5コースを選択した場合

（ 5名＊5コース）＋（3名＊5コース）＝40人・コース

②10人がそれぞれ10コースずつ選択した場合

10名 ＊ 10コース ＝100人・コース
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eラーニング価格表（２） 全１４コースセット価格の場合

価格（税別）
お一人様あたりのセット価格

リストプライス 120,000円
10人～ 117,500円
20人～ 116,500円
50人～ 114,000円
100人～ 108,000円
500人～ 102,000円

各コースの金額には、テキスト、理解度テスト及び実力テスト（オプション）の提供が含まれます。
受講期間は２４週間（約６か月間）です。

   ＶＯＬＵＭＥ ＤＩＳＣＯＵＮＴ；
    １０人～１９人 ： －２％
    ２０人～４９人  ： －３％

    ５０人～９９人  ： －５％
   １００人～４９９人  ：－１０％
   ５００人～９９９人  ：－１５％

製造業業務研修シリーズ ｅラーニングコース
全１４コースセット価格

価格は予告なく改定される場合があります
ので、最新の金額をご確認ください。
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eラーニング 受講申し込み PDFダウンロード特典

テキスト（PDF）のダウンロードが可能。Eラーニング終了後でも復習が可能特典１

特典２

特典３

特典４

用語集のダウンロードが可能

製造業の課題一覧のダウンロードが可能

「工場のしくみ」の本をPDFしたものをダウンロードが可能

e-ラニングをより分かりやすくした本で、全く知らない業務を０から学ぶため

には必読本です。

用語集サンプル
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